
緒 言

低迷する食料自給率の向上が唱えられる一方で,
わが国の食料生産の基盤である農村は崩壊の危機に
瀕している. その典型的な事例として, 中山間地域
を中心に拡大している耕作放棄地の問題が挙げられ
る[�]. 耕作放棄地の増大には, 農産物価格の低迷,
農業従事者の高齢化など多くの要因があり, その解
決は決して容易なものではない.耕作放棄された農地
には,セイタカアワダチソウ(Solidago altissima L.),
ススキ(Miscanthus sinensis Anderss.),クズ(Pueraria

lobata (Willd.) Ohwi)およびササ類などが短期間の
うちに侵入･繁茂することが知られており,将来的な
農地利用に向けた対策が緊要な課題となっている[�].
こうした中, 耕作放棄地への牛の放牧利用が近年,
積極的に推し進められており, 農地保全ならびに畜
産農家からみた諸効果が解明される[��]とともに,

小規模な棚田などの利用に適した牛の放牧管理技術
(飲用水の確保, 電気牧柵の利用など)の開発が行わ
れている[�,�,��]. しかしながら, 牛の放牧利用
には, 飲用水ならびに牛の運搬手段の確保など立地
条件による制約を受け易く, 農地の耕作放棄が進む
中山間地域を十分にカバーしきれていないのが現状
である[��,��]. また, 牛は大家畜であるため, 耕
作放棄地に傾斜地が多い場合には牛の往来により生
じる法面崩壊の危険性が高い.
山羊は小型で取り扱い易く, 野草など低質粗飼料
で飼育できる家畜として知られている[�,�]. 城戸
ら[�]は荒廃果樹園の植生管理からみた山羊放牧の
有効性を明らかにしており, 最近では耕作放棄地へ
山羊を放牧するケースも全国各地で散見される[�].
しかしながら, 牛の放牧利用に比べ, 耕作放棄地に
おける放牧山羊の除草能力および行動, さらには植
生に及ぼす影響などに関する知見は数少ない. そこ
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要 約

本研究は山羊放牧による農地の持続的植生管理技術を確立する上での基礎的知見を得ることを目的とし,
耕作放棄水田跡地(�.�a)に山羊２頭を��日間定置放牧し, その除草効果について検討した.
入牧時における対照区の出現植物種数は計７科８種であり, カラムシ(Boehmeria nipononivea Koidz.)お
よびミョウガ(Zingiber mioga (Thunb.) Roscoe)の出現頻度が高かった. 試験区では計��科��種の植物種が
出現し, ミゾソバ(Poligonum thunbergii Sieb. et Zucc.) の出現頻度が最も高く, 次いでミョウガおよびセ
イタカアワダチソウ(Solidago altissima L.)の順であった.放牧山羊は,セイタカアワダチソウを好んで採食す
る様子が観察され, その採食頻度は出現植物種の中で最も高く, 次いでススキ(Miscanthus sinensis Anderss.),
カラムシの順であった. 退牧時におけるセイタカアワダチソウの草高は対照区に比べ試験区で有意に低い値
を示し(P＜�.��), 現存草量についても同様な結果を示した(P＜�.��).
以上より, 耕作放棄地に山羊を放牧することで水田跡地に繁茂したセイタカアワダチソウ, カラムシなど
各種野草を効果的に除草し得ることが示された.
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で本研究では,山羊放牧による農地の持続的植生管
理技術を確立する上での基礎的知見を得ることを目
的とし, 耕作放棄水田跡地(休耕田)において山羊の
定置放牧を行い, その除草効果について検討した.

材料および方法

試験は����月７月��日～同年８月��日にかけて,
鹿児島市郡山町にある福永農園内の５年以上耕作放
棄された水田跡地(�.�a)で行った(写真１). 耕作放
棄水田跡地の外周を電気牧柵とネットで囲み, 山羊
を定置放牧する試験区(�.�a)および禁牧区である対
照区(�.�a)を設けた(図１). 供試山羊には, 放牧経
験のある交雑種成雌山羊２頭(４才, 体重約��㎏)を
用い, 試験区内には庇陰施設ならびに給水器を設置
した.
７月��日(入牧時)ならびに８月��日(退牧時)の計
２回, 線状点頻度法による植生調査を行い, 各植物
種の出現頻度ならびに草高を調査した. 現存草量に
ついては, ７月��日および９月１日の計２回(７月��日には対照区および試験区ともに無作為に選んだ
３ヵ所, ９月１日には対照区５ヵ所および試験区��
ヵ所), �.�×�.�mの方形枠を用いて地上部を地際３
㎝で刈り取り, 通風乾燥機にて乾燥(��℃, ��時間)
後, 乾物重量を測定した.
７月��日には, 放牧山羊の個体維持行動を１分間
隔点観察法により日中９時間(８:��～��:��)調査し,
採食行動観察時には植物名を記録し, 採食植物頻度
(総採食回数に対するある植物種の採食された回数
の割合)を求めた.

得られた結果の統計解析は, 対照区および試験区
の現存草量ならびにセイタカアワダチソウの草高に
ついてt検定による比較を行った｡

結果および考察

耕作放棄水田跡地における主要出現植物種を表１
に示した. 対照区の出現植物種数は計７科８種であ
り, カラムシ(Boehmeria nipononivea Koidz.)およ
びミョウガ(Zingiber mioga (Thunb.) Roscoe)の出現
頻度が��および��％と高い値を示した.試験区では計��科��種の植物種が出現し, ミゾソバ(Poligonum

thunbergii Sieb. et Zucc.)の出現頻度が��.�％と最も
高く, 次いでミョウガ(��.�％)およびセイタカアワ
ダチソウ(��.�％)の順であった. 試験区の山羊は日
中９時間の行動観察の中で旺盛な採食行動(��％)を
示し, その他の個体維持行動ついては休息行動が��
％, 反芻行動が��％および移動行動が４％観察され,
その一方で飲水行動はほとんど観察されなかった.
放牧山羊は, とくにセイタカアワダチソウを好んで
採食する様子が観察され(写真２), その採食頻度は
出現植物種の中で最も高く(��.�％), 次いでススキ
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図１. 耕作放棄水田跡地の概要
Fig �. Diagram of abandoned paddy fields

写真１. 耕作放棄水田跡地の概観(入牧時)
Photo �. The situation of abandoned paddy fields (start

of grazing)



耕作放棄水田跡地における山羊の除草利用 ��
表１. 耕作放棄水田跡地における主要出現植物種

Table �. The vegetation of abandoned paddy fields
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表２. 耕作放棄水田跡地における放牧山羊の採食植物頻度

Table �. Grazing frequency for each plant species by goats in abandoned paddy fields



(��.�％), カラムシ(��.�％)の順であった(表２).
退牧時における対照区の植生には入牧時に比べ大き
な変化がみられなかったのに対し, 試験区ではミゾ
ソバが��.�％から��.�％と増加し, ミョウガならび
にセイタカアワダチソウが��.�％から�.�％, ��.�％
から�.�％とそれぞれ大幅な減少を示した. 退牧時
における試験区の現存草量は, 対照区の約�/�に減
少した(図２, P<�.��).
耕作放棄された水田には, 時間の経過とともにセ
イタカアワダチソウ, ススキなど大型の多年草が繁
茂することが明らかにされており[�], 本研究で用
いた水田跡地についても山羊の入牧前には大型の野
草(とくに, セイタカアワダチソウ, カラムシ)が生
い茂り, 試験地内を歩行するのも困難な状態であっ
た. 城戸ら[�]は荒廃果樹園に放牧した山羊がセイ
タカアワダチソウやススキを活発に採食したと報告
している. 本研究においても同様な採食行動が観察
され(表２), セイタカアワダチソウおよびススキは

入牧時に比べ退牧時の被度がともに低下した(表１).
セイタカアワダチソウの草高についても, 退牧時に
は対照区の���㎝に対し, 試験区では��㎝と有意に
低い値を示し(図３, P＜�.��), 試験区では草量の
減少(図２)に加え, 景観面においても山羊放牧によ
る除草効果は顕著であった(写真３).
水田跡地における牛の放牧利用に関しては, 移動
に伴う畦畔の崩壊や飲用水の確保などが課題として
挙げられている[�,�,��]. 本研究の山羊放牧につ
いては, 放牧期間中の脱柵はなく, 畦畔の崩壊もみ
られなかった. 山羊は水分要求量が少なく, 十分な
水を摂取すると数日間は飲水が不要なことが知られ
ている[�]. 本研究においても, 放牧期間を通じて
山羊の飲水行動はほとんど観察されず, 飲水用に設
置したバケツ(容量���)内の水の減少もごくわずか
であった.このことから,耕作放棄地における牛の放
牧利用にあたっては天水利用などによって相当量の

耕作放棄水田跡地における山羊の除草利用 ��
図２. 山羊放牧が耕作放棄水田跡地の現存草量に及ぼす影響
Fig �. Effect of grazing goats on herbage mass in aban-

doned paddy fields
a,b P<�.��

写真２. 放牧山羊によるセイタカアワダチソウの採食
Photo �. Grazing behaviour of Solidago altissima L. by

goats
図３. 山羊放牧がセイタカアワダチソウの草高に及ぼす影響
Fig �. Effect of grazing goats on sward height of

Solidago altissima L.
a,b P<�.��



水を供給し得る給水器の設置が不可欠である[�,��]
が, 山羊の場合には牛に比べ体が小さく運搬が容易
であり, なおかつ飲水器の設置が困難な耕作放棄地
においても給水に手間をかけず,少量の水を供給する
だけで十分に放牧可能であることが明らかとなった.
以上より, 耕作放棄地に山羊を定置放牧すること
で水田跡地に繁茂したセイタカアワダチソウ, カラ

ムシなど各種野草を効果的に除草し得ることが明ら
かとなった. さらに, 耕作放棄地における山羊の放
牧では, 除草利用のみならず, 草資源を飼料利用す
ることにもつながり, 飼料自給率の向上ならびに国
土保全の観点から山羊放牧による耕作放棄地の植生
管理技術の普及を今後, さらに推し進めていく必要
がある.
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写真３. 山羊放牧による除草効果
Photo �. Effect of grazing goats on weed control in aban-

doned paddy fields
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Weed Control Using Goats in Abandoned Paddy Fields
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Summary

The objective of this study was to obtain fundamental information on the effective use of goats for sustainable vegetation

management on agricultural land. An experiment was conducted to prove the influence of grazing �goats with an average

body weight of ��kg on weed control in abandoned paddy fields (�.�a). The study was conducted over a period of ��days

from July to September in ����.
The following results were recorded:

１) In the control plot (closed area: �.�a), there were �grass species including �families, and the dominant species being

Boehmeria nipononivea Koidz. and Zingiber mioga (Thunb.) Roscoe. By comparison, in the grazing plot (�.�a) there were��grass species including ��families, the dominant ones being Poligonum thunbergii Sieb. et Zucc., Zingiber mioga

(Thunb.) Roscoe and Solidago altissima L. .

２) The species Solidago altissima L., Miscanthus sinensis Anderss. and Boehmeria nipononivea Koidz. were grazed more fre-

quently by the goats than the other plant species.

３) At the end of the grazing period, the sward height of Solidago altissima L. was significantly smaller in the grazing plot

than the control plot (P<�.��). In addition, the herbage mass of the grazing plot was significantly smaller than that of the con-

trol plot (P<�.��).
These results indicated that utilizing grazing goats in abandoned paddy fields was effective in weed control.

Key words: grazing, goats, abandoned paddy fields, weed control, Solidago altissima L.
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